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現代西洋経済史(2004年度冬学期)文献リスト

2004年10月18日
小野塚 知 二

Ⅰ群の３冊は必読。Ⅱ群の４は経済史統計として簡便なもので、利用価値が高い。このほか、Ⅱ～Ⅴ群から各

１ないし２冊ずつ読めば、多少は複眼的な思考も養われるであろう。19世紀（第１次大戦まで）のヨーロッパ経

済を概説したものは少ない（外国語でも同様）。20世紀のヨーロッパ経済については最近いくらか出てきたが、

アメリカへの言及が概して薄いため、ここでは26と27を特に紹介しておく。このほか、各国別・時期別・テーマ

別のモノグラフは膨大に（外国語ではほとんど無限に）あるから、関心のある者は相談されたい。ⅢおよびⅣ群

に関する書物も最近続々と刊行されて、ここで到底網羅できない。Ⅲ・Ⅳについて外国語では、英語文献は限ら

れており(37, 38の資料集は有益)、多くはヨーロッパ大陸の諸言語で書かれている。このリストの中で小野塚が

書いているのは、16、28、34、35、57だが、ヨーロッパ統合史に関係するのは34と35だけである。
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３ H.ケルブレ『ひとつのヨーロッパへの道 －その社会史的考察－ 』日本経済評論社、1997年.

Ⅱ 19～20世紀のヨーロッパ経済史に関する文献

４ 宮崎犀一・奥村茂次・森田桐郎編『近代国際経済要覧』東京大学出版会、1981年.

５ E.J.ホブズボーム『市民革命と産業革命 －二重革命の時代－ 』岩波書店、1968年.

６ E.J.ホブズボーム『産業と帝国』未来社、1984年.

７ E.J.ホブズボーム『資本の時代 1848-1875』１・２ みすず書房、1981,82年.

８ E.J.ホブズボーム『帝国の時代 1875-1914』１(･２) みすず書房、1993年（訳書２は未刊).

９ E.J.ホブズボーム『20世紀の歴史 －極端な時代－ 』上・下 三省堂、1996年.

10 E.J.ホブズボーム『ナショナリズムの歴史と現在』大月書店、2001年.

11 藤瀬浩司『資本主義世界の成立』ミネルヴァ書房、1980年.

12 権上康男・廣田明・大森弘喜編『20世紀資本主義の生成 －自由と組織化－』東京大学出版会、1996年.

13 廣田功・森建資編著『戦後再建期のヨーロッパ経済 －復興から統合へ－』日本経済評論社、1998年.

14 アムブロジウス／ハバード『20世紀ヨーロッパ経済史』名古屋大学出版会、1991年.

15 廣田功･奥田央･大澤真理編『転換期の国家･資本･労働 －戦間期の比較史的研究－』東大出版会、1988年.

16 秋元英一・廣田功・藤井隆至編『市場と地域 －歴史の視点から－ 』日本経済評論社、1993年.

17 工藤章編『20世紀資本主義Ⅱ 覇権の変容と福祉国家』東京大学出版会、1995年.

18 東京大学社会科学研究所『20世紀システム２ 経済成長Ⅰ 基軸』東京大学出版会、1998年.

19 藤瀬浩司編『世界大不況と国際連盟』名古屋大学出版会、1994年.

20 ベレンド／ラーンキ『ヨーロッパ周辺の近代 1780～1914』刀水書房、1991年.

21 ミシェル・ボー『資本主義の世界史 1500-1995』藤原書店、1996年.

22 ハーバート・ファイス『帝国主義外交と国際金融 1870-1914』筑摩書房、1992年.

23 ルネ・ジロー『国際関係史1871～1914年 ヨーロッパ外交、民族と帝国主義』未来社、1998年.

24 島田悦子『欧州経済発展史論 －欧州石炭鉄鋼共同体の源流－』日本経済評論社、1999年.

25 篠原一『ヨーロッパの政治［歴史政治学試論］』東京大学出版会、1986年.
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1996年.

28 奈倉文二・横井勝彦・小野塚知二『日英兵器産業史とジーメンス事件 －武器移転の国際経済史－』日本
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35 永岑三千輝・廣田功編『ヨーロッパ統合の社会史 －背景・論理・展望－』日本経済評論社、2004年.

36 ロベール･フランク『欧州統合史のダイナミズム－フランスとパートナー国－』日本経済評論社、2003年.

37 Trevor Salmon & Sir William Nicol eds., Building European Union: A Documentary History and Analysis,

Manchester University Press, 1997.
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